
損益計算書の要旨
e自 平成21年４月１日g
f至 平成22年３月31日h （単位：百万円）

損 失 金 額 利 益 金 額

経 常 費 用 192経 常 収 益 167

当期損失金 25

合 計 192 合 計 192

５ 宿泊経理

貸借対照表の要旨

（平成22年３月31日現在） （単位：百万円）

借 方 金 額 貸 方 金 額

流 動 資 産 3¶588流 動 負 債 298

固 定 資 産 6¶711固 定 負 債 867

剰 余 金 9¶134

合 計 10¶299 合 計 10¶299

損益計算書の要旨

e自 平成21年４月１日g
f至 平成22年３月31日h （単位：百万円）

損 失 金 額 利 益 金 額

経 常 費 用 3¶354経 常 収 益 2¶883

特 別 損 失 294特 別 利 益 1

当期損失金 764

合 計 3¶648 合 計 3¶648

６ 住宅経理

貸借対照表の要旨

（平成22年３月31日現在） （単位：百万円）

借 方 金 額 貸 方 金 額

流 動 資 産 12¶062流 動 負 債 8

固 定 資 産 2¶164固 定 負 債 127

剰 余 金 14¶091

合 計 14¶226 合 計 14¶226

損益計算書の要旨
e自 平成21年４月１日g
f至 平成22年３月31日h （単位：百万円）

損 失 金 額 利 益 金 額

経 常 費 用 290経 常 収 益 241

特 別 損 失 1特 別 利 益 6

当期損失金 44

合 計 291 合 計 291

７ 貯金経理

貸借対照表の要旨

（平成22年３月31日現在） （単位：百万円）

借 方 金 額 貸 方 金 額

流 動 資 産 31¶671流 動 負 債 772¶373

固 定 資 産 848¶527固 定 負 債 3¶672

剰 余 金 104¶153

合 計 880¶198 合 計 880¶198

損益計算書の要旨

e自 平成21年４月１日g
f至 平成22年３月31日h （単位：百万円）

損 失 金 額 利 益 金 額

経 常 費 用 25¶584経 常 収 益 30¶736

特 別 損 失 27特 別 利 益 104

当期利益金 5¶229

合 計 30¶840 合 計 30¶840

８ 貸付経理

貸借対照表の要旨

（平成22年３月31日現在） （単位：百万円）

借 方 金 額 貸 方 金 額

流 動 資 産 749流 動 負 債 364

固 定 資 産 125¶364固 定 負 債 117¶470

剰 余 金 8¶279

合 計 126¶113 合 計 126¶113

損益計算書の要旨
e自 平成21年４月１日g
f至 平成22年３月31日h （単位：百万円）

損 失 金 額 利 益 金 額

経 常 費 用 4¶656経 常 収 益 4¶661

特 別 損 失 1

当期利益金 4

合 計 4¶661 合 計 4¶661

９ 物資経理
貸借対照表の要旨

（平成22年３月31日現在） （単位：百万円）

借 方 金 額 貸 方 金 額

流 動 資 産 11¶071流 動 負 債 1¶380

固 定 資 産 1¶440固 定 負 債 7¶215

剰 余 金 3¶916

合 計 12¶511 合 計 12¶511

損益計算書の要旨
e自 平成21年４月１日g
f至 平成22年３月31日h （単位：百万円）

損 失 金 額 利 益 金 額

経 常 費 用 2¶104経 常 収 益 1¶953

特 別 損 失 48特 別 利 益 3

当期損失金 196

合 計 2¶152 合 計 2¶152
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合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ） 掲 載 紙 官 報

掲 載 の 日 付 平 成 二 十 二 年 二 月 二 十 五 日

掲 載 頁 一 四 一 頁 （ 号 外 第 三 十 七 号 ）

（ 乙 ） 掲 載 紙 官 報

掲 載 の 日 付 平 成 二 十 二 年 七 月 二 十 三 日

掲 載 頁 八 十 四 頁 （ 号 外 第 一 五 四 号 ）

平 成 二 十 二 年 九 月 二 十 一 日

東 京 都 中 央 区 八 重 洲 一 丁 目 六 番 六 号

（ 甲 ） ノ イ エ ス 株 式 会 社

代 表 取 締 役 天 本 敏 昭

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 四 丁 目 五 番 一 号

（ 乙 ） 株 式 会 社 鴻

代 表 取 締 役 黒 岩 良 樹

合 併 公 告

左 記 会 社 は 、 甲 を 吸 収 合 併 存 続 会 社 と し 、 乙 を

吸 収 合 併 消 滅 会 社 と す る 吸 収 合 併 を 行 う こ と に い

た し ま し た 。 つ き ま し て は 、 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全

部 を 承 継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に な り ま す

の で 、 公 告 い た し ま す 。

効 力 発 生 日 は 平 成 二 十 二 年 十 一 月 一 日 で あ り 、

甲 は 会 社 法 第 七 九 六 条 第 三 項 、 乙 は 同 第 七 八 四 条

第 一 項 に 基 づ き 株 主 総 会 の 承 認 決 議 を 経 ず に 合 併

を 決 定 し て お り ま す 。 ま た 、 甲 は 乙 の 全 株 式 を 所

有 し て い ま す の で 、 こ の 合 併 に よ る 甲 の 新 株 式 の

発 行 及 び 資 本 金 の 額 の 増 加 は い た し ま せ ん 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ） 確 定 し た 最 終 事 業 年 度 は あ り ま せ ん 。

（ 乙 ）http://www.kowabo.co.jp/

平 成 二 十 二 年 九 月 二 十 一 日

名 古 屋 市 中 区 錦 三 丁 目 六 番 二 九 号

（ 甲 ） 興 和 紡 株 式 会 社

代 表 取 締 役 三 輪 © 弘

名 古 屋 市 中 区 錦 三 丁 目 六 番 二 九 号

（ 乙 ） 興 和 紡 績 株 式 会 社

代 表 取 締 役 山 嵜 正 夫

会 社 そ の 他 の 公 告

合 併 公 告

左 記 医 療 法 人 は 、 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全

部 を 承 継 し て 存 続 し 、 乙 は 解 散 す る こ と に い た し

ま し た 。

甲 乙 と も 、 医 療 法 第 五 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に 基

づ き 、 各 々 平 成 二 十 二 年 七 月 三 日 に 、 臨 時 社 員 総

会 の 承 認 決 議 を 得 て 合 併 を 決 定 し て お り ま す 。

こ の 合 併 に 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲 載 の

翌 日 か ら 二 箇 月 以 内 に そ の 旨 を お 申 し 出 下 さ い 。

平 成 二 十 二 年 九 月 二 十 一 日

福 島 県 福 島 市 西 中 央 一 丁 目 一 二 番 地 二

（ 甲 ） 医 療 法 人 回 生 堂

理 事 長 田 島 史 子

福 島 県 福 島 市 大 森 字 高 畑 三 一 番 地 の 一

（ 乙 ） 医 療 法 人 朋 友 会

理 事 長 田 島 健š
˜
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